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西
ド
イ
ツ

の
協
同
組
合
運
動

磯

苦E

主主

協
同
組
合
運
動
は
、
資
本
主
義
経
済
の
発
展
に
伴
た
い
不
利
な
立
場
に
追
い
己
ま
れ
た
階
層
白
人
々
が
、
そ
の
不
利
た
立
場
を
改
善

す
る
た
め
、
自
生
的
に
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
今
日
と
な
っ
て
も
、
例
え
ば
デ
Y

マ
ク
白
よ
う
に
、
そ
の
運
動
を

放
任
し
て
い
る
国
も
た
い
て
も
た
い
が
、
た
い
て
い
の
同
は
そ
の
準
拠
す
ベ
者
立
法
錯
置
を
構
じ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
と
て
も
、
そ
う
で

あ
る
。
己
の
国
て
は
、
前
世
相
の
前
半
に

b
w
て
、
す
で
に
自
生
的
な
協
同
組
合
運
動
が
か
た
り
活
殺
で
あ
っ
た
。
モ
し
て
最
初
の
立

法
は
、

一
八
六
七
年
の
プ
ロ
シ
ャ
の
「
営
利
お
よ
び
経
済
協
同
組
合
の
私
法
上
の
地
位
に
関
す
る
法
律
」

(のの
ω
O
H
N
ず
O
R
O
岡
町
ロ
且
《
出
。

宵
H
4
E吋
o
n
E
H
E
n『
σ
印
耳
目
旨
伺
且
司
同

2
3与
ω
ロ
ロ
且
巧
弓
Z
n
z
m
p
ω
問
自
由
自
国
切
ら
え
百
ロ
〕
で
あ
っ
た
。

木
法
て
は
、
モ
白
組
合
員

は の
信
用
・
収
益
ま
た
は
経
済
を
共
同
事
業
の
経
営
に
よ
っ
て
促
進
す
る
こ
と
校
目
的
と
す
る
、
組
合
員
数
を
制
限
し
な
い
申
合
せ
組
合

を
協
同
組
合
と
し
た
。
協
同
組
合
は
協
同
組
合
登
訊
簿
に
登
記
す
る
こ
ー
に
に
主
っ
て
、
法
律
卜
の
擢
利
能
力
を
取
得
す
る
。
こ
白
法
律

一
八
六
八
年
に
北
ド
イ
ツ
連
邦
法
と
た
り
、
湾
一
ら
に
一
八
七
一
年
に
は
グ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
グ
・
パ

l
ヂ
ン
沿
よ
ぴ
甫
九
ッ
セ
ン
て

一
八
七
三
年
に
は
パ
イ
ヤ
ン
て
も
施
行
さ
れ
た
。

も
施
行
せ
ら
れ
、

西
ド
イ
ツ
の
協
同
組
合
運
動

第
八
十
巻

四
六
九

第
四
回
骨

四
五



西
ド
イ
ツ
凸
協
同
組
合
運
動

第
八
十
巻

四
七

O

第
四
号

四
ノ、

協
同
組
合
法
が
ド

f
ツ
国
全
体
(
回
目
。
巴
に
施
行
さ
れ
た
白
は
、

一
八
八
九
年
五
局
一
日
で
あ
る
(
同
日
nrm品
目
。
R
『
耳
目
時
。
ロ
品

p
o
出

3
0忌
ω
ロ
ロ
仏
当
町
宮
内
宮
内
冒
問
。
poω
耳
目
与
え
百
ロ
)
。

こ
の
法
律
て
は
、
つ
ぎ
白
=
一
点
が
注
目
さ
れ
る
。

一
、
協
同
組
合
の
種

類
が
無
限
責
任
制
・
保
証
責
任
制
お
よ
び
有
限
責
任
制
白
土
一
つ
と
な
っ
た
こ
と
。
二
、
監
査
が
強
制
さ
れ
た
と
と
。
三
、
全
国
協
同
組

合
連
合
会

(NE可
巳
窓
口
O
E
g
m
n
F民
古
口
〕
の
結
成
が
許
可
さ
れ
た
こ
と
。

一
八
九
六
年
に
一
部
改
豆
が
行
わ
れ
、
消
費
組
合
の
経
営

に
関
す
る
制
限
規
定
が
追
加
せ
ら
れ
、

消
費
組
合
お
よ
び
信
用
協
同
組
合
と
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
と
の
取
引
が
禁
止
さ
れ
、

設
立
基
金

(
印
丘
町
巨
回
目
的
問
。
ロ
貯
)
由
設
置
が
許
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

一
八
九
八
年
五
万
二
十
日
に
は
、
右
の
協
同
組
合
法
が
新
た
に
整
備
さ
れ
た
。

モ
の
後
、
数
度
に
わ
た
り
一
部
改
玉
が
行
わ
れ
て
は
い

O
が、

F
イ
内
ノ
国
(
今
日
て
は
西
ド
イ
ツ
〉
の
協
同
組
合
運
動
が
準
拠
す
る
協

同
組
合
法
は
、
一
八
八
九
年
法
が
基
幹
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
て
左
い
。

わ
が
国
D
協
同
組
合
法
に
比
較
し
て
、
ド
イ
?
の
協
同
組
合
法
に
つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
つ
ぎ
の
二
点
に
気
付
か
ず
に
は
お
れ

た
〕
円
。
第
一
、
協
同
組
合
運
動
は
、
組
合
心
構
成
員
の
如
何
に
よ
っ
て
、
ま
た
紅
合
一
事
業
の
桐
具
に
よ
っ
て
、
種
々
白
す
が
た
を
と
り

得
る
が
、
モ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
単
一

D
協
同
組
合
法
が
こ
れ
を
規
制
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
o

わ
が
国
て
は
、
明
治
以
来
、
全
く

反
対
て
あ
っ
た
。
過
去
は
さ
℃
お
き
、
現
行
法
を
み
る
と
、
農
業
協
同
組
合
法
@
水
産
業
協
同
組
合
法
・
森
林
法
(
森
林
組
合
を
規
定

す
る
)
・
巾
小
企
業
等
協
同
組
合
法
・
酒
税
の
保
全
及
び
酒
類
業
組
合
等
に
関
す
る
法
律
・
塩
業
組
合
法
・
小
型
船
海
運
組
合
法
・
環

境
衛
生
関
係
営
業
の
運
営
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
・
信
用
金
庫
法
・
労
働
金
属
法
・
消
費
生
活
協
同
組
合
法
等
、
突
に
多
い
。
そ
れ

ざ
れ
に
な
に
が
し
か
の
特
色
が
あ
る
た
め
、
各
々
別
個
に
規
定
す
る
こ
と
の
方
が
便
宜
で
あ
る
と
い
わ
れ
恋
い
て
も
な
い
が
、
わ
が
国

白
官
庁
に
ゐ
い
て
特
に
顕
著
な
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
決
定
的
要
因
で
あ
る
こ
と
は
、
疑
い
特
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
官
庁

も
、
セ
グ
シ
ョ
ナ

p
r
ム
が
強
い
と
開
く
。
し
か
し
協
同
組
合
訟
は
、
上
記
の
よ
う
に
単
一
で
あ
る
。



第
二
、

F
イ
y
に
沿
い
て
も
、
機
に
臨
ん
で
一
部
改

E
が
行
わ
れ
た
己
と
は
、
上
述
の
と
お
り
明
ら
か
で
あ
る
。
モ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
一
八
八
九
年
訟
が
今
日
に
あ
い
て
も
基
幹
で
あ
る
c

わ
が
国
て
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
中
小
企
業
関
係
心
分
を

例
示
し
よ
う
。
明
治
十
七
年
(
一
八
八
四
年
)
の
同
業
組
合
準
則
を
始
め
と
し
て
、
重
要
輸
出
品
同
業
組
合
法
(
明
治
三
十
年
〕
が
重

要
物
産
同
業
組
合
法
(
三
十
三
年
)
に
改
ま
っ
た
外
、
産
業
組
合
法
(
三
十
三
年
〕
・
酒
造
組
合
法
(
三
十
八
年
)
・
主
要
輸
出
品
工
業

組
合
法
(
大
正
十
四
年
、
一
九
二
五
年
、
後
に
工
業
組
合
法
(
昭
和
六
年
、
一
九
=
二
年
と
改
ま
る
)
・
輸
出
組
合
法
(
大
正
十
四
年
、

4

後
に
貿
易
組
合
法
(
昭
和
十
コ
一
年
〉
と
改
ま
る
)
・
蚕
総
業
組
合
法
(
昭
和
六
年

γ
商
業
組
合
法
(
七
年
)
・
海
道
組
合
法
(
十
四
年

γ

造
船
組
合
法
(
向
上
)
・
自
動
車
運
送
事
業
組
合
法
(
同
上
)
等
が
、
陸
続
施
行
さ
れ
た
。

以
上
の
品
開
律
が
、

施
行
後
幾
度
も
一
部
改

正
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。

戦
争
経
済
に
入
る
や
、
上
述
の
組
合
制
度
の
一
一
部
を
改
廃
す
る
た
め
に
、
重
要
産
業
団
体
令
(
十
六
年
)
が
施
行
せ
ら
れ
、
後
者
の

規
定
す
る
統
制
組
合
主
拡
充
す
る
必
要
上
、
十
八
年
に
は
商
工
組
合
法
が
出
現
し
、
ま
た
、
市
街
地
信
用
組
合
法
も
現
わ
れ
た
。
戦
後
、

以
上
田
組
合
制
度
の
大
半
が
御
破
産
と
左
り
、
ま
ず
昭
和
二
十
二
年
、
商
工
協
同
組
合
法
が
施
行
さ
れ
た
が
、
二
十
四
年
に
は
巾
小
企

業
協
同
組
合
法
が
こ
れ
に
代
っ
た
。

後
者
か
ら
そ
の
後
分
離
独
立
し
た
の
が
、
信
用
金
庫
法
(
二
十
六
年
)
・
酒
税
の
保
全
及
び
酒
類

業
組
合
等
に
関
す
る
法
律
(
二
十
八
年
)
・
塩
業
組
合
法
(
同
上
〉
て
あ
る
o

最
近
に
は
、
小
型
船
海
運
組
合
法
平
環
境
衛
生
関
係
営
業

白
運
営
白
適
正
化
に
関
す
る
法
律
(
三
十
二
年
)
が
加
わ
っ
た
。
な
お
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
は
、
施
行
後
八
年
聞
に
九
回
、

部
改
正
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、

F
イ
ツ
を
凌
駕
し
て
、
わ
が
国
官
庁
の
法
律
い
じ
り
は
、
世
界
に
冠
た
る
も
の
で
あ
。
ぅ
。

さ
て
、

F
イ
ツ
の
現
行
協
同
組
合
誌
に
よ
る
と
、
協
同
組
合
は
共
同
事
業
の
経
営
に
よ
っ
て
、
そ
の
組
合
員
の
収
益
ま
た
は
経
済
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
組
合
て
、
モ
の
組
合
員
数
は
制
限
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
。
モ
し
て
そ
の
営
む
事
業
に
よ
っ
て
、
協

西
V
イ
ツ
の
協
同
組
合
選
割

第
八
十
巻

四
七

第
四
号

四
七



西
ド
イ
ツ
の
協
同
組
合
運
動

軍
人
卜
巻

四
b 

第
四
号

四

八

同
組
合
は
缶
と
た
る
。

一
、
貸
付
信
用
組
合

二
、
原
料
組
合

三
、
販
売
組
合

四
、
生
産
組
合

五
、
消
費
組
合

六
、
利
用
組

合
h
d

よ
び

七
、
住
宅
建
築
組
合
(
一
条
)

U

協
同
組
合
は
、
無
限
責
任
制
ま
た
は
有
限
責
任
制
て
あ
る
合
一
条
)

U

わ
が
国
D
現
行
法
て
は
、
後
者
白
み
。

協
同
組
合
は
、
商
法
上
の
商
人
(
同
E
p
c
Z
)
ぜ
あ
る
(
一
己
条
ニ
項
)
。
わ
が
国
て
は
こ
う
し
た
概
括
的
規
定
は
な
い
V

が
、
中
小
企

業
等
協
同
組
合
法
て
は
、
多
く
の
商
法
の
規
定
が
準
用
さ
れ
て
h
る。

組
合
員
の
数
は
、
少
く
と
も
包
名
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
(
四
条
)
。
わ
が
国
て
は
、
一
倍
刷
協
同
組
合
に
つ
い
て
三
百
名
以
上
白
組
合

員
を
要
求
す
る
以
外
、
法
は
最
少
組
合
員
数
を
規
定
し
な
い
。

協
同
組
合
は
、
一
つ
の
車
事
会

(
4
0
2
g宮
山
)
と
一
つ
日
監
事
会
(
〉
戸
時
巴
岳
Z
E
H
)
を
も
た
な
け
れ
ば
た
も

J

な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
臼

構
成
員
は
、
組
合
員
て
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
(
九
条
〉
。
そ
し
て
定
款
陀
別
段
の
規
定
が
た
い
か
ぎ
り
、
理
事
は
二
名
、
監
事
は
二

名
ゼ
、
い
ず
れ
も
総
会
ゼ
選
挙
さ
れ
る
つ
一
四
・
三
六
条
〕
。

監
事
会
は
、
理
事
会
の
業
務
執
行
を
監
視
し
、
組
合
事
務
の
運
営
に
つ
い

τ理
事
会
に
報
告
す
る
。
吉
た
、
組
合
の
文
書
を
閲
覧
し
、
組
合
所
持
の
現
金
在
高
‘
有
価
証
券
・
受
取
手
形
治
主
び
商
品
の
現
在
高

を
調
査
す
る
権
限
を
も
っ
。
民
事
会
は
、
年
度
決
算
・
貸
借
対
照
表
治
よ
び
損
益
処
分
案
全
検
討
し
、
以
↑
上
に
関
し
、
総
会
に
対
し
、

理
事

K
Z
っ
て
貸
借
対
照
表
の
承
認
が
求
め
ら
れ
る
に
先
だ
ち
、
監
査
報
告
を
提
出
し
在
け
れ
ば
な
b
な
い
。
監
事
会
に
は
総
会
召
集

権
が
あ
る
。
監
事
は
、
そ
の
職
務
執
行
を
他
の
人
々
に
委
譲
す
る
と
、
乙
は
で
き
な
い
合
一
八
条
〕

G

わ
が
国
て
は
理
事
会
は
あ
る
が
、
監

事
会
は
た
く
、
監
事
が
個
々
に
モ
の
職
務
を
遂
行
す
る
。
定
数
は
、
理
事
三
名
以
上
、
監
事
一
名
以
上
て
あ
る

u

い
ず
れ
も
総
会
に
治

け
る
選
挙
て
選
出
さ
れ
る
が
、
同
席
者
中
に
異
議
が
た
い
と
き
は
、
指
名
推
選
の
方
法
に
よ
っ
て
決
定
す
る
と
と
が
て
き
る
o

ま
た
‘

員
外
理
事
の
選
挙
が
、
理
事
定
数
の
三
分
の
一
以
内
を
か
ぎ
り
認
め
ら
れ
る
。
監
事
の
権
限
は
、
会
計
の
帳
簿
治
よ
び
書
類
を
閲
覧
し



ま
た
は
謄
写
を
な
し
、
理
事
に
対
し
会
計
に
関
す
る
報
告
を
求
め
る
乙
と
、
お
よ
び
組
合
白
業
務
な

w
し
財
産
白
状
況
を
調
査

F
る
こ

と
で
あ
る
。
彼
我
を
対
照
ヲ
る
と
、

F
イ
ツ
の
方
が
監
事
の
職
責
主
重
視
し
て
W
る
と
恩
わ
れ
る
。

わ
が
国
ゼ
は
、
払
込
済
出
資
金
に
刻
す
る
剰
徐
金
配
当
に
つ
い
て
は
、
年
一
割
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
が
、

F
イ
γ
法
て
は
こ
う
し

た
制
限
が
見
ら
れ
な
円
。

ド
イ
ツ
法
は
、
隔
年
に
一
回
、
大
組
合
に
つ
い
て
は
毎
年
一
同
、
部
外
か
ら
む
監
安
全
強
制

F
る
。
己
心
部
外
監
査
権
を
も
っ
て
い

る
監
査
連
盟

Q
E
Pロ
田
宮
司
玄
ロ
ロ
)
に
は
、
協
同
組
合
は
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
五
三
条
な
い
し
ハ
四
C
条
)

O

わ
が
国
ゼ
は
、

部
外
監
査
は
、
中
央
会
が
行
い
得
る
事
業
に
友
ヲ
て
い
る
。
そ
し
て
農
業
協
同
組
合
法
て
は
、
農
業
協
同
組
合
監
査
士
に
よ
る
監
査
と

し
、
法
は
十
中
詳
細
な
規
定
を
定
め
℃
い
る
だ
り
に
、
部
外
監
査
は
ま
が
り
な
り
に
も
せ
よ
実
行
さ
れ
て
い
る
よ
う
て
あ
る
。
し
か
し

中
小
企
業
等
協
同
組
合
に
つ
い

τは
、
笑
際
上
実
施
さ
れ

τ
い
な
い
。

組
合
へ
心
加
入
ま
た
は
こ
れ
か
ら
白
脱
退
が
自
由
で
あ
る
こ
と
は
、
協
同
組
合
の
特
色
て
あ
る
。
し
か
し
笑
際
に
は
、
組
合
運
営
白

円
滑
を
考
慮
し
て
、
若
干
白
制
限
の
あ
る
白
が
普
通

τあ
る
。
ド
イ
ツ
法
て
は
、
事
業
年
度
の
終
り
に
脱
退
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

(
六
五
条
一
一
項
〉
。
己
白
点
は
、
わ
が
国
と
同
じ
で
あ
る
。
相
具
す
る
白
は
、
脱
退
通
知
が
二
プ
ヵ
且
以
前
に
文
書
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
必

要
な
点
ぜ
あ
る
。
こ
り
脱
退
予
告
期
間
は
、
定
款
に
定
め
る
己
と
に
よ
っ
て
、
二
年
前
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

モ
の
組
合
が
た
ヮ
た
一
つ
(
釦

E
R
r
-呂
田
口
岳
)
で
あ
る
か
、
ま
た
は
登
記
済
組
合
中
有
力
て
(
出
Z
2
2
0問
自
白
)
あ
る
場
合
に
は
、

定
款
は
予
告
期
間
を
五
年
ま
て
延
長
で
き
る
(
六
五
条
二
項
〕
。
た
お
、
組
合
員
資
格
と
し

τ特
定
地
区
内
に
住
所
を
も
っ
乙
と
を
定
款

が
規
定
し
て
い
る
と
き
、
そ
の
地
区
内
の
住
所
主
夫
っ
た
組
合
員
は
、
右
目
脱
退
予
告
期
聞
の
如
何
を
問
わ
ず
、
事
染
年
度
の
終
り
に
、

官
庁
の
証
明
書
士
添
付
し
て
そ
の
脱
退
を
文
書
て
意
思
表
示
す
れ
ば
よ
い
(
六
七
条
)
。
わ
が
国
て
は
、
自
由
脱
退
は
、
九
十
日
前
ま
で

西
ド
イ
ツ
の
協
同
組
合
逝
勤

第
八
十
巻

四
七

第
四
号

凹

九



西
ド
イ
ツ

O

協
同
組
合
運
動

第
八
十
巻

四
七
凹

第
四
号

五
O 

に
予
告
し
、
事
業
年
度
白
終
り
に
お
い
て
行
わ
れ
る
。
右
の
予
告
期
間
は
、

中
枢
的
組
合

(N∞
耳
目
日
宮
吉
田
E
百
円
戸
住
吉
白
)
を
指
す
(
の
『
同
的
。
廿
日
広
F
巴
呂
田

S
O
B
E
R
F民
F
H
E
P
印

U
F
Z
)

一
年
ま
で
定
款
で
延
長
ぞ
き
る
。

(1) 第
十
九
世
組
前
半
か
ら
、
ド
イ
ツ
て
は
、
産
業
革
命
が
急
倣
に
仲
展
し
れ
れ
。
そ
し
て
産
業
資
本
主
義
社
会
の
形
成
は
、
や
が
て
営
業

自
由
制

3
3
Z
E
P吋
の
ω当
日
roh叫
2
F
O

目。ω
確
立
を
推
進
し
た
。
こ
白
た
の
、
深
刻
た
打
撃
を
受
け
た
の
が
多
数
白
小
向
営
工

業
生
産
者
て
あ
る
が
、
か
れ

b
が
手
f
L

業
を
営
ん
で
い
た
と
と
は
い
う
ま
ゼ
も
な
く
、
工
場
制
で
業
な
い
し
大
経
営
の
競
争
に
直
面
し

た
の
で
あ
る
。
と
己

rお
い
て
、
期
止
ず
し
て
起
っ
た
の
が
、
『
手
工
業
を
守
れ
』
(
ミ
印
♀
ロ
ロ
号
自
国
白
血
君
。
長
て
u
)

の
叫
び
で

あ
っ
た
。
手
工
業
者
の
窮
乏
は
、
さ
ら
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
侵
略
に
よ
る
被
害
に
よ
っ
て
加
重
さ
れ
て
い
た
。
下
イ
ツ
都
市
協
同
組
合
の

指
導
者
と
し
て
有
名
で
あ
る
シ
ュ
ル
ツ
ェ

L
7
l
リ
ッ
チ
ュ
(
同
耳
目
白
ロ
ロ
印
各
己
N
O
U
m
-
E
2
7
H団
母
国

1
呂
田
日
)
は
、
夙
に
手
玉
来

ω

救
済
に
関
心
を
懐
い
で
い
た
。

ω
同

-
m
o
F
E
E
F
畠

Z
W
F
ド

シ
ュ
ル
ツ
ェ

t
デ
l
リ
ッ
チ
ュ
は
、

一
八
四
九
年
、
デ
リ
ッ
チ
ュ
町
に
疾
病
死
亡
金
庫
(
同
日
戸
日
目
ロ
ー
ロ
ロ
品
印
百
号
兵
器
ω
士
と
指

物
師
治
上
び
靴
屋
白
原
料
購
入
組
合
を
設
立
し
た
。
そ
の
い
ず
れ
に
b
い
て
も
、
自
助
と
連
帯
責
任
制
(
印
O

出
品
山
岳
山
内
門
戸
口
問
)
が
基
礎

と
な
っ
て
い
た
。
原
料
の
共
同
購
入
は
、
い
う
ま
て
も
な
く
、
そ
う
ぜ
な
h
場
合
よ
り
も
よ
り
安
価
に
、
上
り
良
質
の
原
料
士
入
手
す

る
こ
と
に
寄
与
し
、

刀
と
資
金
白
節
約
を
招
来
し
た
。
こ
こ
で
主
要
な
補
完
作
用
を
県
ず
の
一
が
、
信
用
組
合
で
あ
る
。
シ
ュ
ル

γ
五

日

デ
l
E
ッ
チ
ェ
は
、
翌
一
九
五

O
年
、
貸
付
組
合
(
〈
。
E
S
5
2
2
0
E
)
を
デ

l
u
y
チ
ュ
町
に
設
立
し
た
し
、

ま
た
、
か
れ
の
指



導
の
下
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
デ
ィ
(
旬
刊
国
司
ロ
}
出
足
。
は
、

ア
イ
レ
ム
プ
ル
グ
に
と
れ
を
設
立
し
た
。
爾
来
、
信
用
組
合
は
他
の
多
く
の

町
々
に
設
立
せ

b
れ、

一
八
五
八
年
に
は
、

最
初
の
ザ
グ
セ
ン
貸
付
信
用
組
令
川
連
合
会
八
司
自
己
ロ

N
E
-
2
H
E
z
p
h
g
u岳
号

4
。
-
目
。
『
ロ
虫
l

日
戸
《
]
間
活
ハ
出
円
4
2
2
5
)
が
ケ
ム
ユ
ッ
ア
町
(
の
FO日
EHN)
に
設
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

他
方
、
当
時
に
お
け
る
農
民
白
窮
乏
は
、
手
工
業
者
の
そ
れ
に
劣
り
は
し
な
か
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
農
民
は
、
農
業
生
産
の
性

格
か
ら
、
自
然
経
済
か
ら
貨
幣
経
済
へ
白
転
換
期
に
は
、
特
に
資
金
の
調
達
に
困
難
を
感
ず
る
。
産
業
革
命
の
農
業
へ
の
浸
透
は
、
農

業
全
集
約
化
す
る
た
め
、
進
歩
し
た
農
機
具
・
改
良
さ
れ
た
牧
畜
・
濃
厚
飼
料
た
い
し
人
造
肥
料
等
の
使
用
主
不
可
避
な
ら
し
め
た
が
、

当
時
の

F
イ
ツ
農
民
は
、
こ
う
し
た
も
の
を
購
入
す
る
資
金
に
乏
し
か
っ
た
。
こ
の
結
旧
市
は
、
高
利
貸
か
ら
の
借
入
と
な
り
、
あ
る
い

は
商
人
か
ら
の
掛
買
と
た
っ
た
。
農
民
は
高
利
負
担
に
悩
み
、
コ
ス
ト
高
製
品
安
〔
商
人
民
主
る
搾
取
)
民
意
気
泡
喪
ナ
る
の
外
な
さ

状
態
に
陥
b
ざ
る
を
得
左
か
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
当
時
、
多
く
の
農
村
に
は
、
農
民
的
窮
乏
を
救
済
す
る
慈
善
団
体
が
設
立
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

ラ
イ
フ
ア
イ
ゼ
ン
(
同
ロ
邑
ロ
nF
司
己
Z
H
E
同
氏
出
O
H
m
g
u
5
5
1呂
田
由
)
も
、

当
初
に
は
農
民
救
済
の
た
め
私
財
を
投
じ
、
ま
た
、

村
の
有
力
者
官
豪
に
資
金
を
仰
い
て
、
種
々
白
事
撲
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ず
ァ
イ
ヤ
ブ
ッ
シ
ー

合
(
一
八
四
六
年
)
を
、
フ
ラ
マ

t
ス
ア
ェ
ル
ド

(
E
m呂
田
司
弘
巳
且
)
に
「
貧
農
維
持
救
済
組
合
」
(
之
町
E
S
E
2丘
0
5
2
同
己
貯
耳
目
白

(唱。吋
OHFCω
の
ど
に
消
費
組

自
吋

qDHO叶
m
E
Rロ
ロ
同
信
ロ
吉
田
昇
。
日
門
司

F
E且
吉
旦
FO
ミ
)
(
一
八
四
九
年
)
を
、
さ
ら
に
、
ノ
イ
グ
ィ

1
F在
に
「
へ
デ
ス
下
ル
フ

慈
善
組
合
」
(
ミ
出
o
E
g品。ユ
2
4司
。
一
匡
岱
耳
目
E
H
2
2
2円
、
)
(
一
八
五
四
年
)
を
設
立
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
慈
善
団
体
に
よ
る
事

業
に
お
い
て
は
、
資
金
白
調
達
に
安
定
性
が
な
く
、
モ
の
欠
乏
か
ら
事
業
休
止
白
平
む
左
さ
に
至
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
て
あ
る
。
か
く

て
、
ラ
イ
7

ア
イ
ゼ
ン
も
、

『
自
功
』
組
織
に
到
達
止
ざ
る
を
件
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
モ
し
て
か
れ
が
始
め
て
設
立
し
た
協
同
組
合

西
ド
イ
ツ
の
協
同
組
合
運
動

第
八
十
巻

四
七
五

第
四
号

五



西
ド
イ
ツ
の
協
同
組
合
運
動

第
八
十
巻

四
七
六

第
四
号

五

は

一
八
六
二
年
、

7
y
ハ
ウ
ゼ
ン
教
区
(
間
同

nFω
宮
巴
』
ロ
F
E
ω
oロ〕

に
対
す
る
貯
蓄
貸
付
金
庫
組
合
(
印
官
時
ー
ロ
ロ
ι
ロ
RHOES-

と

こ
の
組
合
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
点
は
、
一
、
連
帯
責
任
制

二
寸
加
入
の
た
め
の
出
資
醸
出
白
否
認

四
、
剰
飴
金
を
分
配
し
な
い
こ
と

二
、
組
合
地
区
を
狭
く
限
定
す
る
こ

五
、
設
立
基
金
の
調
達
六
、
名
誉
職
員
に
よ
る

}
呂
田
O

ロ

4
0円
宮
ロ
)
ぜ
あ
る
。

管
理
て
あ
る
。

組
合
白
主
要
任
務
は
、

信
用
創
造
と
商
人
高
利
潤

(
4
5
5口
当
宮
宮
吋
)
に
対

F
る
闘
争
と
で
あ
っ
た
。

つ
づ
い
て

一
八
六
四
年
に
は
、

前
記
白
へ
デ
ス
ド
ル
フ
慈
善
組
合
を
解
散
し
、

「
へ
デ
ス
ド
ル
フ
貸
付
金
庫
組
合
」

(
ミ
出
。
ハ
出
自
白
O
H
同O
吋
ロ
ω吋i

-oFロ
ω町
田
宮
口
〈
O

耳
目
ζ
)

を
設
立
し
て
い
る
。

F
イ
ツ
に
ゐ
け
る
消
費
組
合
運
動
は
、
信
月
組
合
運
動
ほ
ど
に
は
活
渡
て
左
か
っ
た
C

い
わ
れ
る
。
モ
れ
て
も
一
八
四
五
年
に
は
、

ケ
ム
一
一
ッ
ツ
町
に
貯
蓄
消
費
組
合
「
設
舞
」
(
印
司

R

E
由
同

E
E
E
4
2
5
5
3
開

E
E
E
O
Eロ
m
J
が
設
立
さ
れ
て
い
る
し
、

四
七
年
に
は
、
例
の
シ
ュ
ル
ツ
ェ
が
、
デ
ー
リ
ァ
チ
ュ
町
に
、
困
窮
者
白
た
め
、
生
活
必
需
品
を
安
価
に
調
達
す
る
た
め
の
組
合
を
設 戸、

立
し
て
い
る
。
己
れ
ら
は
徐
り
に
も
微
々
た
る
も
の
て
あ
ワ
た
ら
し
い
。
そ
し
て
本
格
的
た
消
費
組
合
は
、

一
八
五

O
年
な
い
し
五
二

年
に
、
シ
ュ
ル

y
z
が
デ
l
w
y
y

チ
ュ
お
よ
び
ア
イ
レ
ム
プ
ル
グ
の
両
町
に
改
め
て
設
立
し
た
も
の
を
も
フ
て
初
め
と
す
る
。
こ
の
と

者
、
か
れ
は
7
l
パ

(JHHZO円
』
同
日
U

出口『

2
・
区

cciHgu)
の
思
想
的
影
響
を
受
け
、
ロ
ッ
チ
デ
)
ル
式
と
し
た
o

ロ
ッ
チ
デ

ー
ル
式
の
特
色
は
、
一
、
異
議
の
出
な
い
品
質
治
よ
び
数
量
の
商
品
の
引
渡
二
、
現
金
販
売
三
、
時
価
主
義
四
、
利
月
分
量
に

比
例
し
た
剰
徐
金
の
分
配
に
あ
る
。
フ
パ

l
は
、
シ
ュ
ル
刊
ノ
ェ
の
協
同
組
合
運
動
に
対
し
て
は
批
判
的
で
あ
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
高

く
評
価
し
た
よ
う
て
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
、
国
家
資
金
の
上
に
築
か
れ
る
労
働
者
生
産
組
合
を
中
心
と
し
た
ラ
?
ー
ル

HOEmロ
ロ
の

2
2
0
F
F
E
E
-
H
P
Z旧
日
同
国
主
)
の
協
同
組
合
運
動
に
対
し
て
は
、
い
ち
じ
る
し
〈
攻
撃
的
で
あ
っ
た
o

そ
し
て
こ
の
両
者

は
、
し
ば
し
ば
論
争
主
交
え
た

G

当
初
に
治
け
る
ド
イ
ツ
消
費
組
合
運
動
の
特
任
は
小
市
民
階
層
の
そ
れ
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
凡
の
工
う

(
『
O
片
山
回
口
mw
ロ血



た
労
働
者
階
級
の
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
で
、

己
の
点
は
ア
l
パ
!
の
熱
心
な
啓
蒙
も
効
が
な
か
っ
た
。

向
。
同
匂
-
戸

2
5
F
〈
同
区
司
注
目
。
出
戸
百
♂

HCP
戸
日
戸

つ
い
て
な
が
ら
、
ラ
サ
l
ル
が
上
記
心
労
働
者
生
産
組
合
(
〉
号
EH21HU円
a
c
E号
窓
口
。
目
2
2
F比
百
己
主
多
く
推
奨
し
た
白
は

一
八
六
三
年
で
あ
り
、
同
時
に
公
開
状
て
シ
ュ
ル
ツ
ェ
に
反
対
し
た
。
他
方
、
後
者
は
モ
の
協
同
組
合
運
動
を
拡
大
し
、
一
八
六
四
年

に
は
、
ペ
ル
リ
y
に
「
自
功
式
ド
イ
ツ
営
利
・
経
済
協
同
組
合
総
連
合
会
」

(

3

p

ロ
雪
国
2
5
4
2
F告
白
色
2

E
片

的

巴

Z
S口問。
Z

E
向
日
号
ロ
号
己
2
5
8
問

2
0円
『

ω

E
且
宅
弓
3
0宮
市
百
四
百
O
B
E
R
F邸
内
円
。
ロ
こ
)
を
設
立
し
て
、
そ
の
代
表
者
と
な
ヮ
た
白
み
な

ら
ず
、
さ

b
に
そ
の
最
初
の
消
費
組
合
的
上
部
組
織
と
し
て
、
同
年
「
プ
ラ
ン
デ
ム
プ
ル
グ
州
消
費
組
合
連
合
会
」

(
3
4
2
gロ
品
且
再

開

Q
E己
目
〈
⑦
門
百
口
。

E
宏
吋
吋
5
2ロN
出
H

戸
ロ
且
宮
古
己
白
四
w
u
)

を
設
立
し
て
い
る
。
ま
た
、
7
l
パ
l
と
あ
い
た
b
ん
て
ド
イ
ツ
消
費

「
F
イ
y
消
費
組
合
連
合
会
」

(
三

4
2
t
E門戸品。戸
gnFOH
同
。
日
戸
目
立
吋
OEO-J
を
ス
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
設
立
し
た
(
一
八
七
二
年
、
総
連
合
会
へ
加
盟
)
。

組
合
運
動
の
啓
蒙
者
で
あ
っ
た
プ
フ
ァ
イ
フ
ァ

l

(口
同
国
含
白
血
吋
向
。
昌
司
)
は
、

一
八
六
七
年
、

協
同
組
合
の
第
四
の
、
も
う
一
つ
の
形
態
は
、
住
宅
建
築
協
同
組
合
て
あ
る
。
こ
と
て
の
啓
蒙
者
は
、
上
記
の

7
1
パ
て
あ
ヮ
た
。

か
れ
は
一
八
三
七
年
、
夙
に
会
閣
の
席
上
て
住
宅
問
題
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
。
モ
し
て
か
れ
白
影
響
の
下
、
ベ
ル
リ
ン
に
最
初
白

「
公
益
建
築
組
合
」
(
=
の
O
B
Eロ
μ
己
N
面
。
岡
山
口
岡
田
⑦
巴
ωn}出
向
て
J
が、

一
八
四
八
年
に
設
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
最
初
心
住
宅
建
築
協
同

一
八
六
二
年
、
ハ
ム
プ
ル
グ
に
お
い
て
て
あ
ヲ
た
。
そ
し
て
一
八
七

0
1七
一
年
白
普
仏
戦
争
後
、
住
宅
建
築
協
同

組
合
白
設
立
は
慮
ん
と
な
っ
た
が
、
指
導
者
は
シ
ュ
ル
ツ
ェ
と
ラ
イ
フ
ア
イ
ゼ
ン
の
両
者
で
あ
っ
た
。

組
合
の
設
立
は
、

(3) 

z-何
回

EEEHu
告

白

了

印

肉

E

西
ド
イ
ツ
の
協
同
組
合
運
動

第
八
十
巻

四
七
七

第
四
号

五



西
ド
イ
ツ
り
協
同
組
合
運
動

第
八
ぃ
l

巻

四
七
八

第
四
号

一
一
五
四

戦
後
、
西
F
イ
ツ
に
お
け
る
協
同
組
合
運
動
は
ど
う
て
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
述
べ
た
上
う
に
、
そ
の
法
的
基
礎
と
な
ワ
て
い
る
法
律

は
一
八
八
九
年
訟
で
あ
る
。
そ
の
法
自
主
な
改
正
は
、

一
九
二
二
年

k
bけ
る
総
代
会
制
の
導
入
、

一
九
二
六
乍
に
お
け
る
一
九

年
法
適
用
範
囲
む
拡
張
、

一
九
一
三
二
年
に
お
け
る
保
証
責
任
制
の
廃
止
治
よ
び
債
権
者
の
組
合
員
に
対
す
る
直
接
的
個
々
の
権
利
侵
害

可
能
性
を
廃
止
す
る
こ
と
に
よ
る
組
合
員
D
法
的
保
護
の
強
化
、
一
九
三
四
年
に
治
け
る
監
査
連
盟
に
対
す
る
組
合
監
査
専
行
権
の
附

与
で
あ
る
。
と
れ
を
要
す
る
に
、
す
べ
て
戦
前
に
お
け
る
出
来
事
で
あ
る
。
戦
時
中
は
、
法
律
白
改

E
に
よ

b
ず
、
行
政
指
導
イ
協
同

組
合
運
動
白
戦
時
体
制
即
応
化
が
試
与
ら
れ
た
。
戦
後
は
、
協
同
組
合
の
非
組
合
員
へ
の
販
売
禁
止
を
解
除
す
る
た
め
、
組
合
法
が
改

正
さ
れ
た
程
度
で
あ
る
(
一
九
五
四
年
)
。
し
か
し
制
度
改
正
が
問
題
佑
し
て
い
な
い
わ
け
ぞ
も
友
W
こ
と
は
、

一
九
五
四
年
に

F
イ

w
y

国
法
務
大
臣
が
、
学
識
経
験
者
か
ら
成
る
審
議
会
を
召
集
し
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
一
今
日
ま
だ
改
革
の
結
論
は

生
れ
て
い
左
い

Z
う
で
あ
る
。

戦
後
に
お
け
る
注
目
す
べ
き
点
は
、

一
九
四
五
年
、
登
録
社
団
法
人
ド
イ
ツ
協
同
組
合
連
合
会
(
官
ユ
ル
ツ
エ
目
デ

U
ッ
チ
ュ
)

と
登
録
社
団
法
人

F
イ
ツ
・
ラ
イ
フ
ア
イ
ゼ
ン
連
合
会

(
U
o
E
ω
の
F
O

の
oロ。
ωω
∞ロ
m
m
v
F
民
Z
4
0
E
u
m
回
目
白
(
印
向
日
目
口
町
∞
ロ
巳
昨
ω円
H
H
)
0
4
)

(
U
E
H
R
Z
同
E
同
日
詔
虫
記
吋
『
自
己
⑦

EJH)
の
設
立
て
あ
る
(
M
V

ず
れ
も
ポ

y
)
。
前
者
の
会
員
は
一
、
監
査
連
盟

で

一

、

信

用

協

同

組

合

六

、

生

産

協

同

組

合

五
、
手
工
業
ゐ
工
ぴ
商
業
白
商
品
協
同
組
令

二
、
中
央
金
庫

七、

四
、
協
同
組
令
的
分
割
払
銀
行

そ
の
他
の
協
同
組
合
(
例
え
ば
、
印
刷
出
版
協
同
組
合
・
電
気
動
力
水
道
協
同
組
合
・
国
内
水
道
協
同
組
合
沿
よ
び
道
路
輸
送
協
同
組

二
、
貯
蓄
貸
付
金
庫

合
)
で
あ
る
。
後
者
白
会
員
は
、
一
、
中
枢
的
取
引
機
関
ハ

N
g可
包
問
。
ω
岳山内

Z
E民
各
自
)

三
、
商
品
協



同
組
合

困
、
施
設
協
同
組
合
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
連
合
会
も
減
ず
る
役
割
は
、
わ
が
国
の
全
国
中
小
企
業
等
協
同
組
合
中
央
会
ま
た

は
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
の
そ
れ
に
近
い

一
O
心
地
域
別
協
同
組
合
連
合
会
令
指
HOE-o
の
E
B
ω
自
の
甘
え
古
る

が
そ
の
傘
下
に
六
九
六
の
庶
民
銀
行
(
組
合
員
数
六
四
万
二
千
)
・
約
一
千
二
百
の
商
品
協
同
組
合
(
同
約
二

O
方
)
お
よ
び
四
八
の

た
治
、
両
者
白
下
部
組
織
と
し
て
は
、
前
者
に
沿
い
て
は
、

分
割
払
銀
行
(
同
七
千
七
百
)
を
も
ち
、
五
の
中
枢
的
協
同
組
合
連
合
会

(
N
S
H
E
-
o
C
3
2
8
5
n
g
p
g
)
が
六
九
の
交
通
協
同
組

合
(
同
一
方
八
千
)
・
三
=
三
の
エ
デ
カ
協
同
組
合
(
同
三
万
五
千
)
・
九
六
白

v
l
ず
ェ
協
同
組
合
(
同
一
万
二
千
〉
・
一
六
白
鉄
道
貯

蓄
貸
付
金
庫
(
同
四
七
万
一
千
)
お
よ
び
二

O
D郵
便
貯
者
貸
付
金
庫
(
同
二
五
万
九
千
)
を
そ
の
傘
下
に
も
っ
て
い
る
(
一
九
五
五

年
末
現
在
)
。
後
者
の
下
部
組
純
と
し
て
は
、

の
州
協
同
五E
A 
口

受
メ斗

F 

'" ロにL
'" oq 
ぞ.

i 
'" 
官
F 

" 宮.， 
ぞB

甘

口
白

'" 
カf

図

に
万て

す
七
七
の
セ
ン
タ
ー
を
そ
の
傘
下
に
も
つ
。
伯
方
、
第
二
白
下
部
組
織
は
一

O
の
業
務
別
セ
ン
タ
ー
て
、
そ
の
傘
下
に
単
位
組
合
と
地

方
連
合
会
が
入
る
。
業
務
別
セ
ン
タ
ー
は
、
図
一
一
に
示
す
最
高
機
関
八
(
ド
イ
ツ
協
同
組
合
金
庫
を
除
〈
〕
と
パ
イ
ヤ
Y
州
経
済
銀
行

0" ~ 
回

出ミ)。
と詰
て 子
あ。

る E
(旦

:fL ~ 
五 E
五 社
年与
末互
現戸

在 n 持
、_/~"

。ぞD

口、

日
『
同
)
と
ラ
イ
フ
7

イ
ゼ
ン
印
刷
有
限
会
社
(
同
巴
同
E
ω
E号
2
r
H
O
H
Q
自
由

ω
a
-
m
F
F
E
H
M
血
目

U
E
Z
O
F
g
p
B
O
B
O
E
n
E言
語
号
E
品
目
山
口
叫

H
U
E
-
H
F
4口
Hm可
叫

PMM同
w

忌町田・

ω
丘
-
E冒
E
n
F
品
。

ω
ロ
E
H
R
F
E
F出
同
自
問
自

40吋
E
E
2
0
4
u
百円
H
E
F吋
宮
口
間
同
国
間

F
H由
回
申

一
九
四
九
年
に
は
、

F
イ
ヶ
協
同
組
合
金
庫
法
に
よ
ヮ
て
、
協
同
組
合
制
度
促
進
白
た
め
の
公
法
的
施
設
と
し
て
の
、
中
央
銀
行
ゼ

あ
る

F
イ
V
協
同
組
合
金
庫
(
ロ

o
E
R
F
0
0
0吉
田
自
官
官
同
門
件
B
S
)
が
、
フ
ラ

y
ク
フ
片
ト
に
設
立
さ
れ
た
。

制
度
上
、
戦
争
被
害
の
甚
大
で
あ
っ
た
り
は
消
費
協
同
紅
合
ゼ
、
戦
時
中
そ
の
運
動
は
禁
止
さ
れ
た
の
み
な
b
ず
、
単
位
組
合
も
連

商
ド
イ
ァ
む
協
同
組
合
運
動

第
八
十
巻

四
七
九

第
四
号

E. 
五



西
ド
イ
ツ
の
協
同
組
合
進
動

第
八
十
巻

四
人
。

第
四
号

二
T
1

六

合
会
も
中
枢
機
関
も
強
制
的
に
改
編
さ
れ
た
。
戦
後
は
旧
に
復
し
た
白
み
な
ら
ず
、

一
九
四
八
年
に
は
、
新
た
に
強
力
た
中
枢
機
関
と

し
て
、
ド
イ
ツ
消
費
組
合
中
央
連
合
会

(NSHE-4Rt富
山
口

E
E
n
r
o片
岡

B
E自問。
E
自
白
ω
岳
民
Z
ら
が
設
立
さ
れ
た
し
、

t百

費
組
合
と
労
働
組
合
と
の
共
同
銀
行
が
ベ
ル
リ
Y
外
六
都
市
に
設
立
さ
れ
た
(
一
九
五
三
年
)
。

ま
た
、

損
害
保
険
・
生
命
保
険
等
を

専
管
F
る
協
同
組
合
的
機
構
も
生
れ
た
。

さ
亡
、
戦
後
の
協
同
組
合
運
動
を
詳
述
ト
ノ
る
に
十
分
な
紙
面
が
↓
な
い
の
亡
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
特
徴
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。
ま

ず
、
便
宜
の
た
め
、

F
イ
ツ
協
同
組
合
金
庫
が
作
成
し
た
図
を
若
干
改
修
し
、
介
割
し
た
も
の
を
掲
げ
る
こ
九
五
六
年
一
月
一
目
現

在)。第
一
、
図
一
、
な
い
し
ご
一
を
通
覧
し
亡
、
わ
れ
わ
れ
は
ま

F
、
協
同
組
合
の
活
動
に
対
す
る
よ
部
金
融
機
構
が
分
業
的
に
整
備
し
て
い

る
こ
と
に
気
づ
く
。
す
な
わ
ち
、
あ
b
ゆ
る
協
同
組
合
に
刻
す
る
金
融
上
田
中
枢
機
関
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
協
同
組
合
金
庫

(ロ
o
巳
R
Z
の
2
0目。ロ
ω
与
え
冒
}
自
ω
ω
O
)

て
あ
る
。
そ
の
所
在
地
は
西
独
白
政
治
上
山
中
心
地
ポ
ン
で
な
く
、
経
済
的
肝
心
地
の
一
ヲ

で
あ
る
フ
ラ
ン
ク
7
ル
ト
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
将
来
東
西
両
F
イ
ツ
統
一
の
院
に
は
、
ベ
ル
リ
J
Y
へ
移
転
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

当
金
庫
は
、
一
九
四
九
年
の
「
F
イ
ッ
協
同
組
合
金
庫
法
」
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
。
一
九
五
五
年
度
(
暦
年
)
事
業
報
告
書
に
よ

る
と
、
資
本
金
は
、
前
年
度
末

ω九
三
三
・
九
万
D
M
か
b
一
、
O
六
五
・
五
万
D
M
と
増
加
し
た
。
出
資
者
別
に
み
る
と
、
ド
イ
ツ

国
一
O
O
万
D
M
(九
・
四
%
)
、
州
三
O
九
万
D
M
(
二
九
・
O
%
)
、
協
同
組
合
五
三
五
・
五
万
D
M
(
五
0
・
三
%
)
治
よ
び
そ

の
他
の
法
人
(
モ
の
構
成
員
の
う
ら
に
協
同
組
合
が
入
っ
て
い
る
)

一
一
二
方
D
M
(
一
一
二
二
%
)
と
な
る
。
主
要
運
用
資
金
源
は
、

演
り
金
一
億
四
子
八
一
白
方
D
M
と
長
期
借
入
金
三
億
五
千
五
百
万
D
M
て
あ
り
、
主
要
使
途
は
、
農
業
中
央
銀
行
貸
付
残
高
二
千
二
百

万
D
M
・
受
取
手
形
八
千
一
一
自
力
D
M
・
有
価
証
券
一
千
孟
百
万
D
M
・
預
ケ
金
一
億
二
千
六
百
万
D
M
・
長
期
貸
付
三
億
五

f
三
百
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西
ド
イ
ツ
の
協
同
組
合
運
副
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U
1
4
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1

一
一
引
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一
日
一

寸
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ベ
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方
D
M
沿
よ
ぴ
投
資
一
千
六
百
万
D
M
て
あ
る
。
そ
し
て
貸
借
対
照
表
総
計
は
六
億
二
千
六
百
万
D
M
て
、
前
年
度
に
比
し
一
四
・
三

%
増
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
協
同
組
合
金
庫
に
つ
づ
き
、
介
業
的
に
金
融
的
最
高
機
構
を
形
成
し
て
い
る
の
が
、
ド
イ
ツ
庶
民
銀
行
建
築
貯
蓄
金
庫
部
・

F
イ
ツ
協
同
組
合
不
動
産
銀
行
・
ラ
イ
フ
ア
イ
ゼ
ン
奉
仕
保
険
組
合
・
農
機
具
金
融
株
式
会
松
お
よ
び

F
イ
y
交
通
銀
行
て
あ
る

U

こ

れ
ら
は
法
律
の
規
定
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
の
で
な
く
、

F
イ
ツ
協
同
組
合
金
庫
が
そ
の
使
命
を
達
成
す
る
に
当
り
、
こ
れ
を
分
業

的
に
補
足
せ
し
め
る
た
め
に
設
立
し
た
傘
下
の
上
部
機
構
て
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
適
当
と
す
る
企
業
形
態
を
と
っ
て
い
る
υ

す
な
わ

ち
、
五
機
関
の
う
ち
、
一
ニ
つ
は
株
式
会
社
て
あ
り
、
他
は
有
限
会
社
と
民
法
上
の
組
合
そ
れ
そ
れ
一
て
あ
る
。

単
位
組
合
と
直
接
の
交
渉
を
も
っ
上
位
機
関
が
、
商
工
業
・
農
法
・
建
築
ゐ
よ
び
消
費
の
四
部
門
別
に
分
立
す
る
の
は
、
当
然
で
あ

ろ
う
c

と
の
う
ち
、
金
融
業
務
に
専
念
す
る
も
の
は
、
消
費
部
門
を
除
く
他
の
一
一
一
部
門
に
み
b
れ
る
。
い
ず
れ
も
ド
イ
ツ
協
同
組
合
金

庫
を
親
銀
行
と
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
上
位
機
闘
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
か
れ
ら
は
、
下
位
の
単
位
組
合
と
演
金
治
よ

び
融
資
取
引
を
行
う
と
と
も
に
、
金
融
以
外
の
他
の
数
務
を
営
む
最
高
機
関
と
も
金
融
取
引
を
も
っ
。
上
位
白
金
融
機
関
は
、
最
高
白

金
融
的
そ
の
他
の
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
一
て
あ
る
D
に
反
し
、
地
域
別
に
同
種
の
も
の
が
分
立
す
る
。

最
下
位
機
関
は
、
各
種
の
単
位
組
合
て
あ
る
。

第
二
ー
単
位
組
合
が
業
務
業
態
別
に
分
立
す
る
の
は
干
む
を
件
な
い
が
、
金
融
関
係
の
組
合
に
お
い
て
、
商
工
業
関
係
の
も
の
が
シ

ユ
ル

Y
エ
U

デ

l
p
ッ
チ
ュ
式
、
農
業
関
係
の
も
の
が
ラ
イ
フ
ア
イ
ゼ
ン
式
て
あ
る
こ
と
は
、
注
意
さ
れ
ね
ば
在
ら
ぬ
。
す
な
わ
ち
、

既
述
の
、

F
イ
ツ
協
同
組
合
運
動
白
発
祥
刻
に
み
b
れ
た
シ
ュ
ル
ツ
ェ
と
ラ
イ
フ
ァ
イ
セ
ン
の
協
同
組
合
理
念
な
い
し
指
導
上
の
対
立

が
、
今
同
な
治
生
き
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
伝
統
化
し
て
い
る
。
こ
り
結
果
は
、
上
記
の

Z
う
に
、
中
央
会
的
最
高
指
導
機
関
が
、

西
ド
イ
ツ
の
協
同
組
合
逝
動

革
八
十
巻

四
/¥ 

第
四
号

五
n 



西
ド
イ
ツ
凸
協
同
組
合
通
勤

第
八
十
品

四
八
四

串
凹
官

/、。

二
つ
分
立
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
ド
イ

y
協
同
組
合
連
合
会
(
シ
ュ
ル
ツ
耳
目
デ
l
p
ッ
チ
ュ
)
と
F
イ
ツ
・
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ

y
連
合
会
の
対
立
は
、
単
に
指
導
対
象
の
相
具
に
由
来

T
る
白
て
た
く
、
そ
れ
以
一
上
の
根
拠
が
あ
る
と
と
は
、

「
シ
ュ
ル
ツ
ェ

U

デ
l

リ
y

チ
品
」
ま
た
は
「
ラ
イ
フ
ア
イ
ゼ
ン
」
を
そ
白
名
称
の
う
ち
に
表
示
す
る
こ
と
が
朗
b
か
に
し
て
い
る
。

商
工
業
関
係
の
信
用
組
合
は
、
庶
民
銀
行
(
〈

o-zgロ
宮
口
)
と
名
乗
る
。
金
融
業
務
を
単
営
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
農
業
関
係
の

信
用
組
合
は
、
ラ
イ
ア
ア
イ
ゼ
ン
白
指
導
の
ま
ま
、
依
然
貯
蓄
貸
付
金
庫
(
印
司
2
i
E民
ロ
司
H
O
F
ロ
件
宙
開
)
を
名
乗
る
。

の
約
八
二
%
が
、
金
融
業
務
以
外
の
他
種
業
務
を
も
兼
営
す
る
。
後
者
は
元
来
無
出
資
・
経
費
賦
割
問
主
義
て
あ
る
が
、
現
行
協
同
組
合

法
が
こ
れ
士
許
さ
な
い
た
め
、
申
訳
程
度
の
少
額
出
資
主
徴
し
て
い
る
。
ま
た
教
区
程
度
ゼ
分
立

F
る
結
果
、
庶
民
銀
行
数
白
約
七

O

O
に
対
し
、
約
一
万
一
千
の
多
数
を
か
ぞ
え
る
。
そ
し
て
組
合
員
数
は
、
前
者
の
」
ハ
=
二
、

O
一
ご
名
に
対
し
、
一
、
六
九
二
、

0
0

一
組
合
当
り
平
均
、
前
者
は
八
七
屯
名
、
後
者
は
一
五
五
名
で
あ
る
(
一
九
五
五
年
末
J
一。

モ
し
C
モ

。
名
で
あ
る
か
ら
、

前
出
ニ
連
合
告
の
一
九
五
五
年
度
報
告
書
に
拠
る
。

づ
い
て
な
が
ら
、
庶
民
銀
行
の
職
業
別
組
合
員
数
は
、
次
頁
の
表
一
白
と
お
り
て
あ
る
。

(3) (4) 

内同・し『見弓
σ戸。
r
n
H
O
ω

口。
ιzn目
。
回
目
。
ロ
o
m
m
O
ロm
o
F
m田
ω
4
0】ユ出国内
Hom
町
民

H
@日
F

一戸田町由・

第
三
、
単
位
金
融
機
関
と
し
て
は
、
前
記
白
庶
民
銀
行
お
よ
び
貯
蓄
貸
付
金
庫
以
外
に
、
分
割
払
信
用
銀
行
・
郵
便
貯
蓄
貸
付
組
合

お
Z
び
鉄
道
貯
蓄
貸
付
組
合
が
あ
る
。
後
二
者
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
郵
便
ま
た
は
鉄
道
を
職
域
と
す
る
人
々
白
地
域
別
信
用
組
合

て
あ
る
。
前
者
、
す
な
わ
ち
、
分
割
払
信
用
銀
行
は
、
商
エ
業
者

U
H賦
販
売
り
た
め
の
金
融
を
学
る
。
か
れ
ら
は
、
商
工
業
中
央
金

庫
治
よ
び
庶
民
銀
行
と
金
融
取
引
が
あ
る
の
み
で
な
く
、
さ
ら
に
、

F
イ
ツ
協
同
組
合
金
庫
と
も
直
接
取
引
を
行
う
。
づ
い
て
な
が
ら
、

後
者
が
直
接
取
引
関
係
を
も
一
ツ
単
位
組
合
は
、
月
賦
払
信
用
銀
行
と
商
業
の
商
品
協
同
組
合
だ
け
で
あ
る
。



庶民銀行の職業別組合員分布
(1955.12.31羽在〕

職諜手門 |組合員数|古分比

自営手工業者 127，466 I 20.7 

間営商人および杭業員 125.573 I 19.8 

工場経営者 15.776 2.5 

自作農良場主小舟人 69，412 I 11.0 

工場職員智働者 73.199 11.5 

官公吏 126.8ぉ I20.0 

自 由 職 業 関 部 者 39.754 I 6.2 

その他|は∞ 8.3

ート 「一一ぷ互工100.0-1

表 1

第
四
、
原
材
料
等
の
共
同
購
入
や
製
品
等
の
共
問
販
売
を
行
う
組
合
ま
た
は
生
産

組
合
等
の
商
品
協
同
組
合
の
う
ち
、

商
業
関
係
白
も
の
は
、

資
金
的
に
は
庶
民
銀

行
・
商
業
中
央
金
庫
・

F
イ
ツ
協
同
組
合
八
笠
原
と
い
う
組
令
金
融
系
列
の
下
に
あ
る

が
、
手
工
業
関
係
の
も
の
は
モ
う
で
な
い
。
と
れ
が
な
に
に
起
因
す
る
か
、
そ
の
事

情
は
目
下
の
と
こ
ろ
詳
ら
か
で
な
い
。

ド
イ
ツ
協
同
組
合
連
合
会
(
シ
ュ
ル
ツ
ェ

L
ア

l
リ
ッ
チ
ュ
)
の
一
九
五
五
年
度

報
告
に
よ
る
と
、
共
同
購
入
組
合
の
う
ち
ゼ
多
い
の
は
、
食
料
品
小
売
り
三
二
八
と

ロ
ハ
ン
沿
よ
ぴ
菓
子
製
造
販
売
の
二

O
九
ゼ
あ
る
。

小
売
部
門
て
は
、

一
組
合
当
り
平
均
組
合
員
数
は
、

一五

C
名
な
い
し
二

C
C名
の
組
合
が
多
い
が
、
医
師
歯
科
医
院

係
の
組
合
の
一
、
一
二
五
名
、
靴
商
組
合
の
五
二
五
名
も
あ
る
。
手
工
業
部
門
て
は

一三

O
な
い
し
二
三

O
名
程
度
の
組
合
が
多
く
、
最
も
多
い
の
は
三
七
五
名
の
錠
前

師
鍛
冶
職
関
係
白
組
令
て
あ
る
。
小
売
却
m
門
の
組
合
数
四
七
四
、
手
工
業
部
門
六
五
八
、
そ
の
他
八
六
、
計
一
、
二
一
八
(
一
九
主
五

て
い
る
。

年
十
二
且
三
十
一
日
現
在
)
。
な
お
、
食
料
品
小
売
関
係
て
は
、
エ
デ
カ
(
出
口
問
問
〉
)
と
レ
l
ずエ

(
同
国
司
開
)
の
二
系
統
が
対
立
し

生
産
組
A
1
数
は
一

O
一
、
配
達
組
合
門
戸
H
o
r
E口
問

ω凹

3
0目。
E
n
F
A
Zロ
)
数
は
一
七
。

第
五
、
農
業
部
門
ず
は
、
最
高
位
機
関
も
上
牧
機
関
も
単
位
組
合
も
、
関
二
に
明
ら
か
た
よ
う
に
、
取
扱
品
種
別
組
合
が
分
立
し
て

い
る
と
と
も
に
、
こ
れ

b
の
う
ち
で
上
位
機
関
は
、
資
金
取
引
的
に
は
曲
目
会
中
央
金
庫
一
ー
本
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
単
位

西
ド
イ
ツ
の
協
同
組
合
運
動

華
人
十
巻

四
八
五

第
四
止
す

プミ



西
ド
イ
ツ
の
協
同
組
合
運
動

第
八
十
巻

四
八
六

串
凹
ロ
す

アセぐ

組
合
は
、
農
業
中
央
金
庫
と
貯
蓄
貸
付
金
庫
と
取
引
し
て
い

do。

第
六
、
建
築
組
合
に
は
、
か
中
取
り
多
額
の
国
家
資
金
が
流
れ
て
い
る
。

第
七
、
消
費
組
合
の
卸
機
関
て
あ
る
「
G
E
G」
は
、

ロ
Y

ド
y
白
有
限
責
任
卸
協
同
組
合
2
0
1
0
唱。

E
t
z
巧
g-ogrmonぽ
司
、

円
し
片
品
目
)
と
と
も
に
、
世
界
最
!
大
の
規
槙
で
あ
る
。
と
れ
に
次
ぐ
も
の
は
、

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
干
コ
ベ
γ
ハ

1
グ
ン
に
見
出
さ
れ
る
。

第
七
、
監
査
連
既
市
立
国
ロ
ロ
四

ω
2門
E
E
)
に
よ
る
組
合
問
中
一
監
官
官
制
度
の
発
達
は
、
注
意
戸
一
れ
ね
ば
た

b
左
い
。
ま
た
、
手
工
業

部
門
て
は
、
協
同
統
合
運
動
と
と
も
に
、
後
継
投
能
者
養
成
の
た
め
、
ギ
ル

F
を
近
代
化
し
た
イ
ヌ
ン
グ

(
F
E口
問
)
が
発
達
し
て
い

る
し
、
こ
れ
を
補
強
す
る
手
工
業
登
録
制
(
国
自
己
司
南
町
問
。
円
ぽ
〕
が
実
施
さ
れ
て

h
る
こ
と
も
忘
れ
る
べ
き
で
な
い
。

(5) 

拙
稿
「
西
独
手
工
業
の
団
結
」

(
商
工
組
合
中
央
金
庫
編
纂
「
商
工
金
融
」
近
刊
号
〕
参
照
。




